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盛
り
上
が
る
有
線
放
送

仝
町
一
丸
で
設
置
を
の
ぞ
む

時
々
刻

々
に
移
り
変

る
世
の
巾

に
処
し
て
他
の
社
会

に
負
け
な
い

経
営
を
す

る
た
め
、
ま

た
昔
の
幾

十
倍
も
忙

し
く

な
っ

た
生
活
を
切

り
ぬ
け
て

い
く

た
め
に
、
農
家
に

も
電
話
が
欲
し
い

と
い
う
願
い
に

応
じ
て
考
え
ら
れ

た
の
が
有
線
放

送
で
あ
る
。
町
村
合
併
の
条
件
と

し
て
、
あ

る
い

は
新
農
村
建
設
事

業
と
し
て
既

に
実
施
し
た
地
域
で

は
、
予
想
以
上

の
便
利
さ
と
精
神

的
な
面

の
効
果

た
と
え
ば
心
の
交

流

に
よ
る
社
会
一
体
感
な
ど
み
と

め
ら
れ
て
み

ん
な
で
喜

び
合
っ
て

い
る
。

県
下
で
も
各
地
域

に
普
及
さ
れ

、
郡
で

は
川
東
方
部

は
全
面
的
に

農
協

を
中

心
と
し
て
実
施
さ
れ
、

有
効
に
活
動
し
て
い
る
。
川
西
方

部
で
は
未
だ
実
施
の
段
階

に
至
っ

て
は
い
な
い
よ
う
で

あ
る
が
、
各

部
分
的
に
は
相
当
活
溌

に
動
き
出

し
、
特
に
員
協
青
年
部

あ
た
り

が

中
心
に
な
っ
て
、
熱
心
に
研
究
調

査
を
進
め
、
交
換
会

な
ど
を
開
い

て
そ
の
促
進

に
努
め
て
い
る
の
で

、
最
も
近
い
将
来
に
実
現

さ
れ
る

も
の
と
思

わ
れ
る
。

わ
が
国
見
町
で
も

、
小

坂
地
区

で
は
地
区
民
も
組
合
当
局
も

全
面

的

に
設
置
を
望
み
、
去
る
通
常
総

会
で
は
設
置
促
進
の
決
議
を
し
て

い
る
し

、
大
枝
地
区

で
も

五
十
沢

地
区
の
活
動
開
始
に
刺
戟

さ
れ
早

急
設
置
を
望
み
、
数

回
に
わ
た
り

調
萓
研
究
を
し
て
レ
る
　

森
江
野

で
も
先
進
地
富
野

曄
原
方
部
の
視

察
を
し
。
そ
の
結
果
を
示

し
て
農

協
当
局
に
推
進
方
を
懇
請
し
、
一

方
地
域
民
に
対
し
て
ア
ソ
ヶ
Ｉ

ト

を
と
る
な
ど
慎
重
な
動
き

を
し
て

い

る
。
事
務
所
新
築
を
完

成
し
た

大
木
戸
で
も
、
次
は
有
線
放
送
だ

と
言
わ
ず
語
ら
ず
の
う
ち
に
う
な

ず
き
合
っ
て
い
る
し
、
新

進
八
島

組
合
長
の
就
任
で
意
外
に
早
く
実

現
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
見
ら

れ
て
い
る
。

小
規
模
な
も
の
よ
り
大
き
な
地

域
で
や
っ
た
方
が
、
経
費
の
節
弧

や
事
業
管
理
の
面
で
遙
か
に
有
利

で
あ

る
こ
と
か
ら
、
な
る
べ
く
国

見
町
全
域
を
一
つ
に
し
て
や
り
た

い
と
の
意
向
が
強

い
よ
う
で

あ
る

が
、
農
協
合
併
問
題
と
か
ら
み
合

っ

て
ど
の
よ
う

に
処
理
さ
れ
て
い

く

か
が
大
き

な
問
題
で
あ
ろ
う
。

世
論
調
査
の
結
果

森
江
野
の
有
線
放
送

森
江
野
晨
青
連
で
は
有
線
放
送

に
つ
い
て
地
区
全
住
民
か
ら
ア

ゾ

ケ
ー
ト
を
と
り
、
こ
の
ほ
ど
そ
の

集
計

を
了
っ
た
。
四
一

二
尸
に
対

し
質
問
書
を
配
り
、
無
記
名
で
回

答
を
求
め
た
も
の
で
回
収
さ
れ
た

も

の
三
三
九
枚
（

八
二
、
五
％

）

擺
要
次
の
通
り
「
数
字
は
パ
」
セ

ソ
ト
）

一
、
設
置

の
必
要

あ
り

な
し

八
二
、
八

一
四
、
五

二
、
設
置
範
囲

森
江
野

だ
け
で

国

見
町

全
域
で

他

地
区

と
合
件

七
、
四

六
七
、
八

四
、
一

三
、
設
置

の
時

期

沐

年
度
中

来
年
稟
申

よ
く
準
備

し
て

七
ご

二
六
、
八

四
八
、
〇

四
、
経
費
の
個
人
負
担
額

二
万
円
位

ま
で
　
　
　
　

一
、
七

一
万
五
千
円
位
ま
で
　

二
、
四

一
万
円

位
ま
で
　
　
　

二
九
、
三

五
千
円
位

ま
で
　
　

三
四
、
二

五
、
負
担
金
の
支
払
方
法

現

金
一

時
払
い
　
　
　

二
、
九

現

金
一
年
分
割
払
い

五
六
、
三

米
代
金
よ
り

繭
代
金
よ
り

ヱ
（

、
二

五
、
五

六
、
実
施

主
体

農
協

役
場

部
落
会

青
年
部

四
三
、
六

二
八
、
九

五
、
三

五
、
三

盆
踊
り
で
納
め
た
敬
老
会

十

月
十
日
藤
田
小
学
校
体
育
館

で
行

わ
れ

た
国
見
町
敬
老
会
は
秋

晴
れ
の
天
候

に
め
ぐ
ま
れ
、
該
肖

者
六
三
〇

名
中
四
〇
〇
名
の
出
席

あ
り
、
婦

八
会

の
心

づ
く
し
の

ご

ち
七
う
や
余
興

に
大
満
足
で
あ
っ

た
。
わ
が
公
民
館
で
は
特
別
に
「

民
謡

を
た
ず
ね
て
」
と
い
う
美
し

い
映
画

を
サ
ー

ビ
ス
し
て
み
ん
な

か
ら
大
へ

ん
よ
ろ
こ
ば
れ
た
。

こ
の
映
画
の
最
後
の
場
面
「
阿
波

お
と
り
」
に
引
込

ま
れ
て
み
ん
な

で
盆

お
と
り
を
し
て
解
散
し
た
の

は
最
も
印
象
的
で
あ
っ

た
。

酪農行政に一歩前進
小
坂
峠
に
町
営

牧
野
決
ま
る

国
見
町
譲
会
で
は
、
農
業
折

造

改
凱
苅
袮

び
一
瑞
と
し
　
　

乱
産

の
振
興
を
は
か
る
こ
め
、
町
営
牧

野
を
設
置
す
る
こ
と
を
満
場
一
致

で
可
決
し
た

。

場
所

は
、
国

見
、
桑
折
両
町
共

有

の
北
山

組
合
有

山
（

小
原
馬
面

山

）
で

、五
〇
町
歩
を
借
入
し
与

こ
こ

は
以

前
、
泉
田

、
北
半
田
、

谷
地
万
面

の
採
草
地
で
あ
っ
た
ぶ

、
現
在
は
誰
も
草
を
刈
る
者
が
か

い
の
で
雑
木
が
繁
茂
し
て
い
る
。

雑
木
を
倒
せ
ば
良

い
草
が
生
え
ふ

と
こ
ろ
で
あ

る
。
叉
木
落
し
ま
で

は
林
道
が
で
き
、
自
動
車
が
運
咎

し
て
い
る
し
、
そ
の
先
約
二

回
の

牛
馬
道
は
来
年
度
改
修
さ
れ
る
の

で
便
利
が
よ
く
、
先
日
議
員

た
ち

が
視
察
し
た
七
北

放
牧
場

と
合
せ

考
え
て
み
る
と
、
理
想
的
な
場
所

で
将
来
の
発
展

が
期
待
さ
れ

る
。

今
夏

は
、
有
畜

営
員
推
進
員
、

酷
晨
組
合
員

の
奉
仕
作
業
と
、
各

員

協
及
び
共
済
組
合
の
協
力
を
得

て
監
視
小
屋
及
び
一
部
牧
野
整
備

を
行
っ
た
。
来
春
は
更
に
こ
れ
を

進
め
、
放
牧
を
開
始
す
る
と
の
こ

と
、
関
係
者
の
意
気
込
λ
は
す
ば

ら
し
く
、
経
済
課
で
は
う
れ
し
い

悲
鴫
と
い
う
と
こ

ろ
。
全
面

積
に

わ
た
る
牧

野
整
備

に
は
今
後

長
年

月
を
要
す

る
こ
と
で
は
お

ろ
う

が

、
と
に
か
く

畜
産

振
興

の
礎
石
は

置

か
れ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
く
、

関
係
者
の
自
重
と
一
段
の
奮
起
を

祈
っ
て
や
ま
な
い
。

（

鈴

木

）

先
進
地
の
放
牧

場
視
察

わ
が
町
に
牧
野
を
設
け

る
こ

と

に
な
っ
た
議
会
議
員

た
ち
は
、
九

月
二
十
八
日
仙
台
市

大
八
山
及

び

泉
町
七
北
の
放
牧
場

を
視

察
し
た

。
以
下
そ
の
報
告
記

の
あ
ら
ま
し

で
あ
る
。

○
大
八
山
放
牧
塲

仙
台
市
酪
農
協
同
組
合
の
縄
営

で
、
三
十
五
町
歩
の
中
二
十
五
町

歩
は
農
村
振
興
事
業
を
含
め
、
六

〇
〇
万
円
を
投
じ
て
牧
野
を
整
備

し
、
牧
草
が
繁
茂
し
て
い
る
。
監

視
員

住
宅
、
追
込

小
屋

、
さ
く
乳

場
も
完
成
し
て
い
る
。
今
年

七
月

か
ら
放
牧
を
始
め
、
現
在
乳
牛

六

七
頭
（

育
成
五
〇

、
成
牛
一
七
）

案

内
者
（
仙
台
巾
畜
産
課
干
葉
獣

医

、
滝
江
獣
医
）
の
説
明
を
要
約

す

る
と
。

「
仙
台
市
近
郷
は
土
地
狭
く
、

乳
牛
飼
育
上
絶
対
に
必
要
な
運
動

と
日
光
浴
が
充
分
で
な
く
、
又

粗

飼
料
の
不
足
と
相
ま
つ
て
生
産
仔

牛
の
成
長
が
わ
る
く
、
俯
砧

障
害

牛
が
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
事
故

午
は
、
川
育
環
境
を
替
え
る
こ

と

に
よ
り
完
全
に
洽
癒
が
期
待
さ
れ

る
の
で
、
こ
こ
に
模
範
的
牧

野
を

設
け
、
将
来
は
汕
台
地
械

の
畜
産

セ

ン
タ
ー
と
す
る
計
画
で

あ
る
」

委
託
料
は
一
日
仔
牛

五
○
円
、

成
牛
一
〇
〇
円

、
来
年
度

か
ら
は

共
同

さ
く
乳
も
行
う

と
の
こ
と
。

○
七
北
放
牧
場

根
白
石
農
協
の
経
営
で
、
面
積

匸
一
九
町
（
実
測
二
五
〇
町
）
の

村
有
林
を

Ｉ
〇
〇
年
間
無
償
で
借

受
け

、
畜
産
振
興
に
努
力
を
続
け

て

い
る
。

酊
抜
三
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
牧
場

の
中
央
を
バ
ス
が
通
り
、
交

通
の

便

は
よ
い
。
こ
こ
も
農
村

振
興
事

業

と
し
て
、
年
次
計
画
を
立
て
、

現
在
七
〇
町
の
牧
野
（

内
草
地
一

〇
町
）
が
完
成
し
、
今
春
か
ら
肉

牛
吮

牛
合
せ
て
四
五
頭

放
牧
し
て

い

る
。

農
協
畜
産
担
当
理
事
佐
藤
鉄
山

氏
の
話
に
よ
る
と
、
余
部
完

成
に

は
今
後
数
年
か
か
る
が
、
農
業

構

造
改
善
の
一
環
と
し
て
将
来
大
い

に
期
待
匚
て
い
る
。
海
抜
が
低
く

盆
地
の
た
め
暑
さ
が
ひ
ど
い
の
で

、
八
月
の
盛
夏
に
は
一

度
牛
を
下

山
さ
せ
た
。
も
つ
と
高
く
風
通
し

の
よ
い
所
で
あ
れ
ば
下
山
す

る
必

要
が
な
い
。
牛
の
発
育
状
態
は
極

め
て
良
好
で
あ
る
。

こ
の
牧

野
は
、
わ

が
国
見
町
の

牧
野
と
同
条
件

の
山
林
で
あ
り
、

学
ぶ
と
こ

ろ
が
多
い
。
当
町
牧
野

開

設
の
事
業
も

、
容
易
な
仕
事
で

は
な
い
が
、
完
成
す
れ
ば
新
し
い

村

づ
く
り

の
た
め
、
益
す
る
と
こ

ろ
大

な
る
も

の
が
あ
る
と
信
ぜ
ら

れ
る
。
町
民
各
位
の
ご
協
力
を
お

願

い
し
て
と

の
報
告
記
を
終
り
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　

。・气

（

経

済

踝

）

議会だより 九月定例議会
昭和三十六年度
決算認定など成立

九
月
十
九
日
町
議
会
定

例
会

が
開
か
れ
、
「
昭
和
三
十
六
年

度
国
見
町
歳
入
歳
出
決
算
」
外

二
十
二
件
が
審
順
可
決
さ
れ
た

。
会
期
三
日
議
案
は
次
の
と
お

記

日
程
栄
一
　

国
見
町
教
育
委
員

任
命
に
同
意
を
求
め
る
の
件

大
字
西
大
枝
鈴
木
正
氏
再
選

日
程
栄
二
　

国
見
町
固
定
資
産

評
価
委
員
会
委
員
選
任
に
同

意

を
求

め
る
の
件

大
字
石
母
田
高
木
幸
作
氏
再

選
日
程
才
三
　

国
見
町
職
員
の
給

与
勤
務
時
間
そ

の
他
の
勤
務

条
件
に
関
す

る
条
例
の
一
部

改
正

の
件

旅
費
額

の
改
正

日
程
栄
四
　

国
見
町
議
会
議
員

の
報
酬
等

に
関
す

る
条
例
の

一

部
改
正
の
件

旅
費
額

の
改
正

日
程
栄
五
　

国
見
町
長
等
の
給

り
及

び
旅
費
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
の
件

旅
費
額
の
改
正

日
程
オ
六
　

国
見
町
教
育
長
の

給
ｙ

勤

務
時
間
そ
の
他
の
勤

務
条
件

に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

の
件

旅
費
額
の
改
正

日
程
汁
七
　

国
見
町
職
員
定
数

条
例
の
一
部
改
正
の
件

二
名
の
職
員
を
屈
員
か
ら
吏

員
に
昇
任

さ
せ

る
為
の
改
正

日
程
汁
八
　

国
見
町
税
条
例
の

一
部
改
正

の
件

関
係
法
律
の
公
布

に
よ
っ
て

条
例
中
の
字

句
改
正
で
徴
税

に
影
響
な
し

日
程
恚
九
　

財
政
調
整
積
立
金

処
分
の
件

災
害
復
旧
費
等
に
充
て
る
た

め
積
立
金
二
百
三
十
七
万
円

の
処
分

日
程
卅
十
　

寄
附
採
納

の
件
　

西
大
枝
地
区

よ
り
小
型
動
力

ポ
ン
プ
用
台
車
購
入
費
と
し

て
十
三
万
円
の
寄

附
採
納

日
程
汁
十
一
　

町

道
並
び
に
溝

渠
廃
止
の
件

字
日
渡
三
地
内
不

要
町
道
水

路
の
廃
止

日
程
才
十
二
　

町
営
牧
野
設
置

の
件

馬
頭
山
（
旧
小
原
村
地
内
）

に
五
〇
町

の
町

営
放
牧
場
を

設
置
す

る
こ

と

日
程
才
十

三
　

予
算
外
義
務
負

担
の
件

大
木

戸
地
内
原
町
林
道
建
設

資
金
と
し
て
借
入
す

る
八
十

万
円

を
町

で
保
貭
す

る
。

日
程
汁
十
四
　

昭

和
三
十
七
年

度
上
水

道
拡
張

事
業
費
起
債

の
件

水
道
拡

張
費
に
一
七
〇
〇
万

円
の
長
期
借
入

金
を
す

る

日
程
崇
十
五
　

上
水
道
拡
張
工

事
請
負
喫
約
締
結
の
件

大
木
戸
、
川

内
地
区
へ
水
道

拡
張
工
事
費
一
回
‥
五
〇
万
円

の
請
負
契
約
承

認

日
程
慚
十
六
　

昭
和
三
十

六
年

年
度
国
見
町
入
山

財
・政
区
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

の
件

歳
入
四
七
六
、
二
六
三
円

、歳

出
七
〇
〇
、
九
四
〇
円

、差
引

不
足
額
二
二
回
‥
、
六
七
七
円

は
翌
年
度
歳
入
繰

上
川

金
で

歳
入
不
足
を
補

稘
し
た
’、

日
程
愀
十
七
　

昭
和
三
十
六
年

度
藤
田
財
産
区
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
の
件

歳
入
一
八
六
、
六
四
〇
円

、歳

出
一
六
六
、四

八
六
円
、差
引

残
金
二
〇

、
一
五
四
円（
翌
年

度
繰
越

）

日
程
愀
十
八
　

昭
和
三
十
六
年

度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

歳
入
二
三
、
五
八
五
、三
二
八

円
、
歳
出
二
〇
、七
四
〇
、〇

一
九
円
。
差
引
残
金
二
、
八
四

五
、
三
〇
九
円

、
内
準
備
金
積

立
一
、
〇
〇
〇

、〇
〇
〇
円

、

翌
年
度
繰
起
一
、
八
四
五
、三

〇
九
円

日
程
汝
十
九
　

昭
和
三
十
六
年

度
国
見
町
上
水
道
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
の
件

歳
入
九
、
七
一
『

二
二
五
円

歳
出
九
、
二
二
〇
、
五
〇
九
円

差
引
残
金

四
九
〇

、七

二
（

円
’
翌
年
度
繰
越
）

日
程
崇
二
十
　

昭
和
三
十
六
年

度
歳
入
歳
出
決
算
認

定
の
件

歳
入
九
〇
、
六
六
五
、二
二
六

円
、
歳
出
八
苙
、
五
二
五
、三

七
五
円

、

差
引
残
金
五
、
一

三
九
、
八
六
一
円
、

内
財
政

調
整
積
立
金
二
、
六
〇
〇

、〇

〇
〇
円
、
翌
年
度
繰
越
二
、

五
三
九
、
八
六
一
円

日

程
才
二
十
一
　

昭
和
三
十
七

年
度
国

見
町
上
水
道
特
別
会

計
歳
入
歳
出
更
正
予
算

長
期
價
の
元
利
償
還
金
等
に

充
て
る
た
め
歳
出
内
経
費
の

や
り
く
り
で
あ
る
。

日
程
才
二
十
二
　

国
見
・
町
歳
入

歳
出
追
加
更
正
予
算

集
中
豪
雨

に
よ
る
災
害
復
旧

土
木
費
等
に
充
て
る
た
め
Ｏ

累
計
額
九
三
、
六
四
六
八
九
六

二
円
と
な
る

日
程
栄
二
十
三
　

福
島
県
旧
市

町
村
職
員
恩
給
組
合
資
産
管

理
組
合
設
置
の
件

新
共
済
組
合
法
の
施
行
に
伴

い
従
来
の
恩
給
組
合
は
発
展

的
解
消
の
た
め
組
合
に
あ
つ

た
積
立
金
の
資
産
を
管
理
す

る
た
め
の
県
下
関
係
市
町
村

で
一
部
事
務
組
合
を
つ
く
る

た
め
の
も
の
　

（
総
務
課
）

ぶ
間
易
保
険
に

ご
協
力
を
”

本
年
度
は
、
郵
便
局

の
簡
易
保

険
と
郵
便
年
金
積
立
金
の
運
用

を

再
開
し
て
か
ら
ち
よ
う
ど
十
年
目

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

、
こ
れ
を

記
念
し
て
各
種
の

行

事
が
十
月
一
日

か
ら
保
険
週
間
を

皮
切
り
と
し
て
、

全
国
的
に
く
り
広

げ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。ご

承
知
の
と
お

り
ノ

問
羂
保
険
、

郵
便
年
金
の
積
立

金
は
、
皆
様
の
保

険
契
約
、
年
金
契

約
の
保
険
料
と
掛

金
が
積
立
て
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
郵
政
省
に

お
い
て
、
政
府
関

係
譏
閇
（
住
宅
金

融
公
庫
、
住
宅
公

団
、
国
民
金
融
公

庫
等
）
ま
た
は
市

町
村
の
学
校
、
病

院
、
道
路
、水

道
等

私
達
の
日
常
生
活
に
直
結
し
た
幾

多
の
施
設
に
融
資
さ
れ
、
明
る
い

豊
か
な
生
活
の
設
計
に
役
立
っ
て

お
り
ま
す

。

当
町
に
お
い
て
も
水
道
施
設
の

外
、
学
校
に
つ
い
て
も
多
額
の
融

資
を
受
け
て
皆
さ
ん
の
お
役
に
立

っ
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
運
用

さ
れ
て
お
り

ま
す
簡
易

保
険
の
積
立
金
は
全
国

で
九
〇
〇
〇
億
円
を
超

え
、
年
年

増
加
し
て
い
る
こ
と
は
皆
さ
ん
方

の
ご
協
力

の
賜
と
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
、
戦
後
ご
加
入
い
た
だ

い
た
短
期
の
契
約

ぱ
、
本
年
か
ら

昭
和
四
十
一
年
ま
で

の
間
に
大
量

に
満
期
、
満
了
と
な
り

、
誠
に
お

め
で
た
い
限
り
で
あ
り
ま
す
が
、

反
面
積
立
金
の
運
川
原

資
に
も
相

当
影
科
を
与
え
る
結
果

と
な
り
ま

す
の
で
、
郵
便
局
で
は
目
下
、
簡

易
保
険
の
増
募
運
動
を
県
、
市
町

村
の
協
力
の
も
と
に
艇
開
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
郵
便
局
か
ら
皆
さ

ん
方
の
お
宅
に
参
上
い
た
し
ま
し

た
際
は
、
何
分
の
ご
協

力
を
お
願

廴
い
た
し
ま
す
。

み
ん
な
で
守
ろ
う

☆
集
会
や
会
合
で
は
定
刻
に
遅

れ
な
い
よ
う
。

☆
会
場
で
は
早
い
人

か
ら
順
序

よ
く
席
を
つ
め
て
座

る
。

○

正

し

い

交

通

規

則

を

守

り

ま

し

よ

う
…
…
…
人

は

右

車

は

左



スポーツの日

町民体育大会アルバム
十
月
七
日

、
秋
晴
れ
の

ス

ポ
ー
ツ
日

和

に
め
ぐ
ま

れ
、
伊
達
廿

内

一
タ

ダ
ー

ツ
の

日
中
失

大
会

場
」

に

澀
ば

れ
た
わ

が
国

見
町
体

育
大
会
場

に

は
、
早
朝

か

ら

ぞ
く
ぞ
く

と
つ

め
が
け

る
人

の
波
、

か
く

て
、
こ

と
し

の
町
民

洛
賈
大
会
の

絵
巻

は
く
り

ひ
ろ
げ
ら
れ

た
。

の
ひ
ら
め
く
国

旗
と
町
・玳
を
バ
ッ

ク
に
そ
そ
り
立
つ
大
立
看
叡
、「
ス

ポ
ー
ツ
の
日
中
央
会
場

‘
の
文
字

が
強
く
目
に
入
る

③
④

や
。が
て
入
場
行
進

、
県
北
中

の

プ
ラ
ス

、バ
ン
ド
で
力
強

く
踏
み
し

め
る
足
並
み
、
赤
井
畑
大
会
長
の

右
手
は
高
い
。

県

教
育
長
の
祝
辞
を
代
読
す
７・

春
日
教
育
長

の
声
　

黄
金
の
波

立

つ
国
見

の
山

野
に
こ
だ
ま
す
／
。・。

昏
昏

お
耻
さ
ん
た
ち
は
、
日
頃
の
矇

を
伸
ば
し
廴
盛

に
活
阯
す
る
。
さ

し
も
に
広
い
運
動
場
も
と
こ
ろ
狭

し
と
・馳
り
ま

わ
る
。
そ
ろ
い
の
ゆ

ぶ
し
さ
。

若

者
た
ち
も

、
今
日
は
晴
れ
て

男
々
手

を
と
り

、
ダ

ン
ス
を
ご
披

露
す
る
。

Ｏ
県
下
に
名
一局

い
剣
友
会
も
、
威

風
を
示
し
、
妙
技
を
．長
宅
す
ら

來

賓
た
ち
も
負
け
て
は
い
な
い

議
員
さ

ん
も
部
落
長
さ
ん
も

、
組

合
長
さ

ん
も
課
長
さ
ん
も

、
校

長

先
生
も
お
ま
わ
り

さ
ん
も
、
か
み

し
亀

を
ぬ
い
で
輪
廻
ｔ
や

び
ん
つ

り

に
興

じ
る
。

（
网

観

ら
ん
席
で
は
さ
か
ん
に
黄
色

い
声
援
を
送

る
。

［

お
こ
と
わ
り
］

も
っ
と
く
わ
し
く
ご
ら
ん
に
な

ら
れ
た
い
方
は
、
公

民
舘
に
お
い

で
下

さ
い
。

秋の全 国交 通安全 運動 １１日～２０ 日

あ
な
た
も
わ
た
し
も

交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

十

月
十
一
日

か
ら
二
十
日
ま

で

の
十

日
間
を
「
秋
の
全
国
交

通

安
全
運
動
」

期
間
と
し
て
、

み
ん
な
で
交
通
事
故
の
防
止
に

努

め
て

い
ま
す
。
新
国
道
が
で

き
て

か
ら
・
、
わ
が
国
見
町
に
は

友
通

翦
故
が
い
き
な
り
ふ
え
、

気

の
毒

な
犠
牲
者
も
た
く
さ
ん

で
て
い

亨
す
、
こ
ん
な
こ
と
で

よ
い
で
Ｉ
よ
５
か
。
一
つ
一
つ

を
反
省

し
で
工

る
と
、
た
い
て

い
は
起

さ
ず
に
す
む
事
故
ば
か

り
で

、
不
可
抗
力
と
い
う
ほ
ど

の
も

の
は
ほ
と

ん
と
な
か
っ
た

の
で
す

。
さ
あ
、
み
ん
な
で
、

ほ
ん
き

に
な
っ
て
実
行
し
方
し

よ
う
’Ｑ

０

運

転
者

の
皆

さ

ん

正

し

い
運

転

を

守

っ
て

下

さ

い
。

○
交
通
三
甓
を
追
放
し
ま
し
よ

△
ス

ピ
ー
ド
違
反

ス
ピ
ー
ド
ニ
倍
危
険
百
倍

△
無
免
許
運
転

△
酒
の
み
運
転

す
Ｘ
め
ま
い
　
ま
あ
い
つ

ば
い
が
事
故
の
も
と

○
ゆ

ず
り
合
い
の
気
持

に
よ
る

安
全
運
転

○
信
号
守
り
、
台
図
励
行

○
無

理
な
運
転
は
や
め
ま
し
よ

ぐ
っ

す

り

眠

っ
て

し
っ

か

り

運

転

帥
歩

行

者

の
皆

さ

ん

正

し

い
歩

行

を
守

り

ま

し

よ

○
右
側
通
行

を
忘
れ
ず
に

人
は

右

車

は

左

○
正

し
い
同
断

を
守
り

ま
し
よ

う
　

な
な
め
繊
断

は
卜
け

ま

せ
ん
Ｉ、

チ

ヨ
ツ

ト

待

て

車

の

か
げ

に

ま

た

車

目
幼

児

、
児

童

を
交

通

馘
　

か

ら
守

り

と

し

よ
う
Ｏ

Ｏ

路
上
遊
ダ『
、
ひ
と
り
歩
き
は

さ
せ
な
い
よ
う
。

○
道
路
上
で
の

ボ
ー
ル
投
げ
、

一
ヽ
リ
つ
き
、
ふ
ご
け
ご
と
な

ど
絶
対
や
め
る
。

○
こ
ど
も
の
遊

び
場
を
確
保
し

て
や
り
ま
し
よ
う
。

○
学
童
の
登
校
下
校
の
安
全
を

は
か
り
ま
し
よ
う
。

叫

踏

切
の

安
粲

を

は
か

り
　

宜

し
よ

う

Ｃ

Ｏ
踏
切
一一
時
停

止
、
安
全
確
ぶ

を
励
行
し
ま
し
よ
う
。

ふ

み

き
り

は

、
見
る

く
せ
　

聞

く

く
せ

止
る
く

せ

○
線
路
で
遊

ば
な
い
よ
う
。

凶

交

通
環

境

を
よ

く
し

士
　

し

よ

う
。
　
　
　

’

○
道
路
有
効
巾
員

の
確
保

路

に
は
じ
や
ま
も

の
を
お
か

ぬ
よ
う
。

片

付
け
て

広
く
使

お

う
せ

ま
い

道

○
屋
外
広
告
物
等
は
と
り
の
ぐ

。
淞
、ま
し
よ
う
Ｑ
　
　
。
　
　

。

○
道
路
に
か
ぶ
さ
る
樹
木
の
枝

は
伐
り
払

う
こ
と
。

「
注
意
一
秒

、
怪
我
一
生
」
と

い
う
標
語
の
″
注
意

り
と
い
う

こ
と
ば
を
も

つ
と
広
い
意
味
に

解
択
し
て
、
法
律
に
も
規
則
に

も
気
を
配
り

、
い
つ
も
そ
れ
を

こ
こ
ろ
に
と
め
て
、
み

ん
な
で

ル
ー
ル
を
守
り
介
う

と
い
う
、

日
常
の
常
識

に
ま
で

‥四
め
た
い

の
も
で
す
。

乗
物
を
運
転
す

る
人

は
卜
う
’

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

遉
を

歩
く
人
も
交
通
規
則

を
わ
き
ま

た
交
通
信
号
に
婬
っ

で
、
卍
し

い
嫋
、通
を
し
て
い
ろ
な
ら
、
リ
。

り
や
す
ぃ・
事
散
も
未
然
に
防
げ

る
と
い
勹
湍
の
‘で
は
な
い
で
し

よ
う
か
。
‥虍
る
罔
器
と
か
ご
位

人
七
通

、
交
通
戦
争
な
い・
’と
い

三

黙
蘂

は
早
ｊ

、・
追
放
し
た
い
も

の
で
す

。

ご
協
力
あ
り
が
と
う

”
メ
タ
ル
”
左
ど
た
く
さ
ん

○
民
報
新
聞
社
よ
り

メ
タ
ル
　
　
　
ニ
○
個

手
拭
い
　
　
　
三
〇
零

鉛
　
筆
　
　
一
一
〇
〇
本

○
民
友
新
聞
社
よ
り

メ
タ
ル
　
　
　
ニ
○
個

手
拭
い
　
　
　
二
〇
個

○
産
経
新
聞
社
よ
り

メ
々

ｄ
　
　
　

一
一
〇
個

○
朝
日
新
聞
社
よ
り

メ
タ
ル
　
　
　
　

五
個

○
読
売
新
聞
社
よ
り

メ
タ
バ
　
　
　
　

五
個

○
武
文

商
店
よ
り

メ
タ
ル
　
　
　

ー
○
個

○
河
北
新
報
社
よ
り

Ｉ
タ
ル
　
　
　
　

ハ
個

新
生
活
運
動
は
足
も
と
か
ら

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は

こ
ん
な
課
題
が
あ
り
ま
す

小
　

爍
境
衛
生
に
注
・
熬
し
、
蚊

や

（

ｔ
、
油
虫
な

ど
を
な
く
し
ま

し
よ
う
・ｏ

慂
　

人
も
収
も
規
則
や
信
号
を
守

り
、
交
通
道
徳
を
鳥
め
ま
し
ょ

ぼ
　

川

や
ミ
ｙ
’、
そ
し
て
道
路
や

町
を
き
れ
い
に
し
ま
し
よ
う
．

ｍ
　

公

園
や
広
場
を
美
し
く
し
、

草
木
鳥
獣
を
愛
護
し
ま
し
よ
５

口
　

町
か
ら
村
か
ら
酔
っ
ぱ
ら
い

を
な
く
し
ま
し
よ
う
。

㈲
　

タ
ソ
、
ツ
、、（
、
立
小
便
を
禁

止
し
ま
し
よ
う
ｏ

巾
　

自
由
時
間
の
善
用
と
、
ベ
ボ

ー
ツ
、
レ
タ
リ
ェ
ー
シ
ヨ
ｙ

に

努
め
ま
し
よ
う
。

肉
　

日
常
の
生
活

時
間
を
合
理
的

に
活
か
し
、
集
合

の
時

間
を
守

り
ま
し
よ
う
Ｏ

丱
　

青
少

年
を
健
全
に
育
て
、
自

重
の
精
神
を
身
に
つ
け
ぷ
せ
ま

し
よ
う
Ｏ

同
　

住
民
の
道
義
を
培
い
、
か
つ

国
際
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
高
め
ま
し

佐
久
間
チ
ー
ム

優
勝
を
逸
す

十
月
二
日
保
原

町
に
お
い
て
、

農
業
共

済
組
合

の
水
稲

損
心
‥評

価

競
技
伊
達

地
方
大
会

が
行
わ
れ
た

黄
金
の
波
打

つ
秋

晴
れ
の
下
で

各
地
区

か
ら
選

抜
さ
れ
た
優
秀
な

評
価
委
員
（
一
チ

ー

ム
三
名
）
に

よ
っ
て
学
科

と
実

地
の
二

種
目
に

つ
い
て
技
を
競

い
、
厳
重

な
審
査

の
結
果

、
わ
が
森
江

野
チ

ー

ム
は

堂
々
汁
二
位
に
入
賞

し
、
県
農
業

共

済
組
合

連
合
会

長
賞
を
箍
得

し

た
。
参
加
チ
ー

ム
は
郡

内
各
町

よ

り
二
十
一
、
六
十
三
名

、
真
夏

の

よ
う
な
暑

さ
の
中
で
そ

れ
ぞ
れ
奮

斗
し
た
。
渮
得
点

は
三
〇
〇
点
満

点
の
と
こ
ろ
二
四

四
点
で

、
僅

か

一
点
差
で
拮
し
く
も
終
勝
を
逸
し

た
の
で
あ
る
二

川
時
に
参
加

―
だ

大
木
戸

、
大
陸
の
両

チ
ー
ム
も
入

賞
こ
そ
し
’な
い
が
阿
れ
も
良
好
な

成
績

を
あ
ぽ
だ

。ヽ
選
手
名
次
の
と

お
り
。

○
森
江
野
チ
ー

ム
（
ホ
ニ
位
）

佐
久
間
菊
大
郎
　

佐
久
間
森
正

佐

久
間

幸
雄

○
大
木
戸
ａ
‐

ム

松
浦

豈二

川
　

志
村
重
次
　

村

上
鉄
男

○

大
枝

ナ
ー
ム

佐

藤
平
洽
　

川
林
敏
雄
　

鈴
木

岩
洽

更
に
来
賓
氈
授
に
お
い
て
は
わ

が
宍
戸

組
合
長
千
Ｉ

ム
が
一
位
と

な
り
、
大
い
に
気
を
吐
い
た
。

損
害
評
価
会

委
員

○
部
会
長

○
職
員

会
長
　

八
島
膣
次
郎

農
作
物
共
済
部
会
Ｏ
－
斎
藤
勘
古
、

佐
藤
　

栄
、
須
田
兼
造
、
松

浦

喜
一
郎
、
佐

藤
平
吉
、
○
大
友

光
雄
、
○
吉
田
貞
造

蚕
繭
共
済
部
会
甓
咼
野
初
雄
、
八

島
建
次
郎
、

古
田
光
夫
、
村

上

与
惣
平
、
鈴
木
忠
七
、
玉
手

寿

郎
、
畠
　

理
一
、
菊
田
運
之
助

稲
月
彦
光
、
矢
内
松
雄
、
○
大

友
光
雄
、
○
吉
田
貞
造

家
畜
共
済
部
会
○
佐
藤
平
洽
、
吉

田
光
夫
、
○

吉
田
貞
造

任
意
共
済
部
会
Ｏ
松
浦
喜
一
郎
、

須
田

兼
造
、
○
大
友
光
雄

農
作
物
損
害
評
価
員

小
坂
圸
ヒ
　

後
膿

漬
作
、
鳥
原
庄

气

斎
藤
　

力
、

Ｔ
希
代
助
、

安
藤
汕
助
、
佐
藤

義
雄
、
野
村

元
司
、
佐
藤
　

栄
、
描
山
忠
蔵

斗
出
　

に
、
若
林
正

て

阿
部

栄
作
、
阿
部
三

菱
、
高
橋

金
吉

高
原
忠
次
郎
、

菅
野
菠
太
郎
、

鴨
田
噺

气

箘

口
孝
吉
、
高
橋

忠
ヒ

藤
旧
地
区
　

秦
　

勇
、
小
紫
　

実

小
西
保
兵

气

徳
江
源
二
、
八

島
　

昌

、
阿
部
辰
男
、
吉
田
勝

由
、
佐
藤
一

郎
、
斎
藤
竃
‥
助
。

佐
藤
金
三
、
市
川
忠
蔵
、
阿

部

啓
時
、
菊

地
　

茂
、
松
浦
健
市

斎
藤
三
夫
、
浅

野
武
雄
、
高
橋

仙
治
、

吉
田

豊
美
、
高
橋
信
吾

森
江
野
地
区
　

宍
戸
古
三
、
佐
久

間
森
正

、
佐
久
間
幸
雄
、
佐
久

間
八
郎
、
近
野
　

稔
、
古
山
伝

作
、
近
野
昇
治
、
斎
藤
義
吉
、

斎
藤
俊
男
、
佐

藤
直
哉
、
沢
辺

次
男
、
後

藤
正

美
、
実
沢
豊
吉

佐
野
善
五
郎
、
徳
江
喜
三
郎
、

実
沢
輝
三
、
菊

地
新
一
、
高
橋

義
雄
、
佐
久
間
菊

太
郎
、
菊
地

古
大
木
戸
地
区
　

松
浦
喜
一
郎
、
村

上
鉄
男
、
松
浦
芳
蔵
、
志
村
重

次
、
佐
藤
　

一
、
八
島
福
太
郎

佐
野
久
古
、
遠

藤
庫
治
、
星
野

庄
之
助
、
後
藤
甚
四
郎
、
佐
藤

孝
治
、
斎
藤
与
市
、
武
田
三
郎

谷
津
　

真

大
枝
地
区
　

佐
藤
平

吉
、
鈴
木
富

治
、
松
浦
　

登
、
鈴
木
忠
七
、

小
林
敏
雄
、

鈴
木
一
郎
、
鈴
木

与
平
、
斎
藤
政
治

事
務
局
だ
よ
リ

＠

体

育
部

長

文
部

大

臣
表

彰

十
月
六
日
石
川

県
金
沢
市
で
開

か
ら
れ
た
愀
二
回
ス
ポ
ー
ツ
の
日

全
国
大
会
で
、
わ
が
公
民
舘
体
育

部
長
佐
藤
元

一
氏
は
、
体
育
功
労

者
と
し
て
文
部
大
臣
か
ら
裏
彰
を

受
け
ま
し
た
。
そ
の
時
の
姿
が
そ

の
晩
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
に
出

た

の
で
ご
ら
ん
に
な
っ
た
方
が
あ
る

で
し
ょ
う
Ｃ

（
ｔ
）
映

写

牋

も
う

一
台

救
材
映
画
を
学
習
に
と
り
入
れ

る
た
め
に
は
、
各
学
校
に
映
写
機

を
常
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
こ
れ

か
ら
農
閑

期
に
各

種

の
社
会
敦
育
活
動
を
全
町
一
斉

に
展
開
す

る
た
め
に
は
や
は
り
各

圸
区
一
台
の
映
写
機
が
必
要
で

あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
わ
が
町

で
は
先
日
の
定
例
町
議
（（

で
一
台

分
の
予
算

を
議
決
さ
れ
た
の
で
、

そ
め
う
ち
お
目
見
え
す
る
こ
と
で

し
ょ
５
Ｃ

い
‘
。県

公

民
舘

研

究

大
会

に

七

人

出

席

十
月
二
～
ヨ
日
飯
坂
町
婦
人
会

館
で
開

か
れ

た
県
公
民
館
研
究
大

会

に
わ
が
町

か
ら
は
、
佐
藤
館
釡

鈴
木

主
事
の
他

に
次

の
方
々
が
出

席
、
熱

心
に
研

究
さ
れ
ま
し
た
。

小
林

美
秋
　

菅
野
七
郎
　

玉

手

正
平
　

高
橋
と
み
　

赤
井
畑
フ

デ

編
集
後
記

Ｏ
「

よ
い
こ
と
は
わ
か
つ
て
い

る
が
、
先
立
つ
も

の
が
だ
け

れ
ば
ね
エ
・：
」
Ｉ
そ
こ
を
な

ん
と
か
す
る
の
が
く
ふ
う
と

い
う
も
の
、
ち
え
の
あ

る
な

し
も
こ
の
へ
ん
で
わ
か
り
ま

す
。

○
神
武
以

来
の
大
豊
作
、
増
収

分
の
い
く
割
か
を
出
し
合
え

ば
、
相
当

の
し
ご
と
が
で
き

そ
う
で
す

ね
。

○
集
中
一
蒙
雨

の
爪

あ
と
治
療
費

一
千
八
百
万
円
也

、
治
山
治

水
の
大
切
な
こ

と
こ
れ
で
よ

く
わ
か
り
ま
す

。

○
追
加
更
正
三

千
万
円
也
の
行

く

え
も
よ
く
見
守
っ
て
い
て

下

さ
い
。

と
か
く
日
本
人

は
数
字
に
よ

わ
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
か

ら
ね
。

○
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

、
一
円
融

合
の
姿
、
そ
の
気
持
ち
で
や

れ
ば
た
い
て
い
の
こ
と
は
成

功
す
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

○

防

犯

防

火

に

努

め

ま

し

よ
・つ
…
…
…
火

の

元
・

戸

締

り

は

も

う

Ｉ

度

確

め

ま

し

よ

う
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